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和
歌
山
県

の
那
智
山
青

岸
渡
寺
を
一

番

札

所

と

し
、
岐
阜
県

の
谷
汲
山
華

厳
寺
を
三
十

三
番
札
所
と
す
る
「
西
国

三
十
三
所
」
は
７
１
８
年

の
草
創
と
さ
れ
て
お
り
今

年
１
千
３
０
０
年
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
記
念
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
▼
先
日
そ
の
一

環
と
し
て
、
十
三
番
札
所

の
石
山
寺
（
滋
賀
県
大
津

市
）
で
「
お
寺
の
ス
イ
ー

ツ
博
」
が
開
催
さ
れ
た
。

各
札
所
周
辺
の
人
気
ス
イ

ー
ツ
を
集
め
新
し
い
巡
礼

ス
タ
イ
ル
�
ス
イ
ー
ツ
巡

礼
�を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、

女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
な

ど
従
来
と
は
異
な
る
層
を

取
り
込
む
狙
い
だ
▼
当
日

は
大
手
和
菓
子
メ
ー
カ
ー

や
人
気
洋
菓
子
店
の
ブ
ー

ス
も
登
場
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
も
特
設
さ
れ
長
い
行

列
が
で
き
て
い
た
。
ま

た
、
札
所
や
地
元
自
治
体

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
集
合
し

子
供
た
ち
と
記
念
撮
影
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
▼
信
仰

の
要
素
が
薄
ま
り
は
し
な

い
か
と
心
配
だ
が
、
江
戸

時
代
に
大
流
行
し
た
西
国

三
十
三
所
巡
礼
も
実
は
信

仰
は
従
で
観
光
が
主
だ
っ

た
よ
う
だ
。
ル
ー
ト
に
は

奈
良
や
京
都
の
観
光
が
組

み
込
み
や
す
く
な
っ
て
お

り
、伊
勢
神
宮
や
信
濃
・
善

光
寺
な
ど
も
現
代
で
い
う

オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
企
画
力

の
優
秀
さ
に
感
心
す
る
。
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ト
ー
カ
ン
と
国
分
中
部

が
、
来
春
予
定
す
る
経
営
統

合
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
両
社
な
ら
び
に
国
分
グ

ル
ー
プ
本
社
で
は
今
年
７
月

９
日
、
経
営
統
合
に
向
け
た

協
議
開
始
を
発
表
。
そ
し
て

１１
月
８
日
、
両
社
取
締
役
会

の
承
認
を
得
て
統
合
契
約
書

を
締
結
し
、
共
同
持
株
会
社

の
名
称
を
「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ

ォ
レ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
�
」
と

す
る
こ
と
も
発
表
し
た
。

ト
ー
カ
ン
、
国
分
中
部
の

売
上
高
を
単
純
合
算
す
る
と

２
千
９
１
７
億
７
千
８
０
０

万
円
。
２
千
９
０
０
億
円
規

模
の
卸
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す

る
が
、
「
や
っ
と
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
近
づ
い
て
き
た
」

（
ト
ー
カ
ン
永
津
嘉
人
社

長
）
段
階
。

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

の
策
定
は
こ
れ
か
ら
だ
。
新

体
制
下
で
ど
の
よ
う
な

戦
略
を
打
ち
出
し
て
く

る
の
か
。
中
部
流
通
市

場
の
今
後
を
占
う
大
き

な
動
き
の
１
つ
と
し
て

注
目
が
集
ま
る
。

今
回
の
経
営
統
合
は

互
い
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル

・
取
扱
商
品
の
相
互
補

完
と
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
物
流

・
シ
ス
テ
ム
・
管
理
業

務
の
効
率
化
・
コ
ス
ト

削
減
を
進
め
、
そ
れ
ぞ

れ
が
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
主
眼
と
す
る
。

一
部
取
引
先
の
重
複

も
あ
る
が
、
販
売
チ
ャ

ネ
ル
や
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

大
き
く
カ
ニ
バ
リ
す
る
部
分

が
な
い
こ
と
も
、
今
回
の
経

営
統
合
を
推
し
進
め
る
材
料

と
な
っ
た
。

例
え
ば
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル

別
に
見
る
と
、
ト
ー
カ
ン
は

外
食
・
加
工
ベ
ン
ダ
ー
３５

％
、
ス
ー
パ
ー
３０
％
、
Ｃ
Ｖ

Ｓ
２３
％
、
卸
問
屋
１０
％
、
国

分
中
部
が
ス
ー
パ
ー
３６
％
、

卸
問
屋
２０
％
、
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
１９
％
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
１１
％
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
８
％
、
酒

販
店
２
％
。

商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で

は
、
ト
ー
カ
ン
が
加
工
食
品

５５
％
、
チ
ル
ド
冷
凍
３２
％
、

物
流
収
入
６
％
、
製
品
４

％
、
国
分
中
部
は
酒
類
５３

％
、
加
工
食
品
４１
％
、
チ
ル

ド
冷
凍
２
％
と
、
「
非
常
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
組
み
合

わ
せ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
（
福
井
社
長
）
と
分
析

・
評
価
。

統
合
で
生
ま
れ
る
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
効

率
化
で
創
出
し
た
原
資
を
再

分
配
す
る
こ
と
で
、
互
い
の

得
意
分
野
を
さ
ら
に
伸
ば

し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

統
合
ス
キ
ー
ム
は
、
ト
ー

カ
ン
、
国
分
中
部
を
事
業
会

社
（
子
会
社
）
と
し
、
新
た

に
共
同
持
株
会
社
「
セ
ン
ト

ラ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

�
」
を
設
置
。
株
式
移
転
方

式
に
よ
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
体
制
へ
と
移
行
す
る
。

発
行
済
み
株
式
数
は
ト
ー

カ
ン
５
４
７
万
３
千
株
、
国

分
中
部
が
２
２
２
万
８
千

株
。
統
合
比
率
は
ト
ー
カ
ン

１
、
国
分
中
部
１
・
５２
と
す

る
。
移
転
後
の
持
株
会
社
の

株
主
構
成
は
、
約
６
割
が
旧

ト
ー
カ
ン
株
主
で
占
め
る
こ

と
と
な
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
、
１２
月
に
両
社
の
株
主

総
会
で
株
式
移
転
を
承
認
。

年
が
明
け
て
３
月
２７
日
、
ト

ー
カ
ン
上
場
廃
止
。
４
月
１

日
新
体
制
発
足
と
同
時
に
持

株
会
社
が
名
証
上
場
の
運
び

と
な
る
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ォ
レ
ス

ト
グ
ル
ー
プ
�
」
は
、
資
本

金
１６
億
円
。
決
算
期
１２
月
。

役
員
構
成
は
永
津
社
長
、
福

井
副
社
長
、
神
谷
亨
専
務

（
ト
ー
カ
ン
）
、
相
澤
正
邦

取
締
役
（
国
分
グ
ル
ー
プ
本

社
）
ほ
か
と
な
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は

国
内
と
海
外
で
生
産
設
備
投

資
に
取
り
組
む
。
国
内
で

は
、
ハ
ウ
ス
食
品
関
東
工
場

（
栃
木
県
佐
野
市
）
に
レ
ト

ル
ト
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
、

ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ

本
社
工
場
（
兵
庫
県
伊
丹

市
）
に
ゼ
リ
ー
飲
料
（
口
栓

付
き
パ
ウ
チ
入
り
ゼ
リ
ー
）

製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を
そ
れ

ぞ
れ
新
設
す
る
。
レ
ト
ル
ト

製
品
、
ゼ
リ
ー
製
品
の
需
要

拡
大
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
収
益
力
の
強
化
を
目
指

す
。
海
外
で
は
、
米
国
豆
腐

と
中
国
カ
レ
ー
の
両
事
業

で
、
外
食
需
要
の
拡
大
に
対

応
し
て
業
務
用
製
品
の
生
産

能
力
を
増
強
す
る
。

レ
ト
ル
ト
製
品
に
つ
い
て

は
、
消
費
環
境
の
変
化
に
伴

い
市
場
拡
大
が
続
い
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
食
品
は
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
製
品「
�
�
屋
カ
レ
ー
」

や
複
数
パ
ッ
ク
製
品
「
プ
ロ

ク
オ
リ
テ
ィ
」
を
展
開
し
、

特
に
低
価
格
帯
ゾ
ー
ン
の
市

場
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
同
ゾ
ー

ン
の
需
要
が
広
が
る
中
で
、

生
産
供
給
体
制
の
強
化
が
喫

緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

同
社
は
現
在
、
静
岡
工
場

（
静
岡
県
袋
井
市
）
と
グ
ル

ー
プ
会
社
の
サ
ン
ハ
ウ
ス
食

品
（
愛
知
県
江
南
市
）
で
レ

ト
ル
ト
製
品
を
生
産
し
て
い

る
が
、
今
回
、
関
東
工
場
に

レ
ト
ル
ト
製
品
の
生
産
ラ
イ

ン
を
新
設
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
投
資
金
額
は
３８
億
円
、

稼
働
時
期
は
２
０
１
９
年
夏

頃
の
予
定
。
生
産
能
力
を
増

強
す
る
と
と
も
に
、
生
産
供

給
の
最
適
化
、
収
益
力
の
強

化
を
目
指
す
。

ゼ
リ
ー
製
品
に
つ
い
て
も

食
シ
ー
ン
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

拡
大
に
伴
い
市
場
の
拡
大
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
ハ
ウ
ス

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
は
缶
、

瓶
、
ペ
ッ
ト
の
各
製
品
に
つ

い
て
は
、
自
社
工
場
を
中
心

に
生
産
す
る
一
方
、
ゼ
リ
ー

製
品
の
生
産
に
つ
い
て
は
、

外
部
の
工
場
に
委
託
し
て
き

た
が
、今
回
、本
社
工
場
に
ゼ

リ
ー
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を

新
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

投
資
金
額
は
１３
億
円
、
稼
働

時
期
は
１９
年
秋
頃
の
予
定
。

生
産
能
力
の
増
強
、
内
製
化

に
よ
る
償
却
負
担
を
上
回
る

コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
。

海
外
で
は
、
米
国
豆
腐
と

中
国
カ
レ
ー
の
両
事
業
で
既

に
家
庭
用
市
場
の
拡
大
に
伴

う
新
設
投
資
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
米
国
で
は
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
工
場
を
拡
張
し
、
生
産

能
力
を
増
強
。
２０
年
に
稼
働

を
開
始
す
る
予
定
だ
。
中
国

で
は
華
東（
上
海
）、
華
南
、

華
西
へ
の
供
給
基
地
と
な
る

浙
江
工
場
を
新
設
。
こ
の
９

月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
両
事
業
と

も
に
業
務
用
製
品
の
伸
び
が

家
庭
用
製
品
の
伸
び
を
上
回

る
状
況
を
踏
ま
え
、
業
務
用

製
品
の
生
産
能
力
を
増
強
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
米
国
で

は
、
工
場
の
拡
張
に
先
行
し

て
生
産
能
力
を
増
強
。
２
億

円
を
投
じ
、
１９
夏
頃
に
稼
働

を
開
始
す
る
。
中
国
で
は
、

大
連
工
場
に
生
産
ラ
イ
ン
を

増
設
。
４
億
円
を
投
じ
、
同

様
に
１９
年
夏
頃
に
稼
働
を
開

始
す
る
予
定
だ
。
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日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ

の
連
結
子
会
社
の
Ｉ
Ｓ
Ｆ
社

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
は
、
イ
タ

リ
ア
の
Ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ

Ｓ
�

ｒ
�
ｌ
社
の
株
式
７０
％
を
５

月
末
に
取
得
し
た
。
Ａ
ｔ
ｉ

ｃ
ｉ
社
の
事
業
内
容
は
油
脂

の
製
造
販
売
お
よ
び
精
製
受

託
。
Ｉ
Ｓ
Ｆ
社
は
欧
州
向
け

の
パ
ー
ム
加
工
品
な
ど
の
販

売
が
伸
び
て
お
り
、
新
た
に

イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
け
る

こ
と
で
、
加
工
油
脂
事
業
の

海
外
展
開
や
事
業
拡
大
を
支

え
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

化
に
つ
な
げ
る
。

鏡 餅
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飾る文化の継承に向
けファッション性高
めた商品施策加速中。

日
本
食
塩
製
造
・
日
本
精

塩
は
そ
れ
ぞ
れ
、
来
年
１
月

１
日
出
荷
分
よ
り
価
格
改
正

を
行
う
。
値
上
げ
幅
は
現
行

価
格
よ
り
５
・
５
円
／
�
ア

ッ
プ
。
要
因
と
し
て
は
、
原

料
費
、
燃
料
費
の
継
続
的
な

上
昇
に
加
え
、
設
備
改
善
の

た
め
の
鋼
材
費
や
工
賃
等
の

資
本
費
お
よ
び
物
流
費
の
高

騰
に
よ
る
。

両
社
は
、
輸
入
天
日
塩
を

原
料
に
再
製
お
よ
び
加
工
を

行
う
こ
と
で
、
高
付
加
価
値

な
業
務
用
製
品
を
安
定
供
給

し
て
お
り
、
食
品
製
造
に
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
塩

製
品
を
販
売
し
て
い
る
。

昨
今
は
、
消
費
者
の
安
全

意
識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

よ
り
高
度
な
安
全
性
レ
ベ
ル

を
要
求
す
る
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
両
社

も
国
際
品
質
規
格
に
基
づ
く

品
質
管
理
レ
ベ
ル
の
強
化
を

年
々
進
め
て
き
た
。
業
務
用

に
高
品
質
な
塩
製
品
を
供
給

で
き
る
東
日
本
唯
一
の
生
産

拠
点
で
あ
り
、
日
本
の
安
定

し
た
塩
供
給
の
観
点
か
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
感
を

発
揮
す
る
。
昨
今
の
さ
ら
な

る
設
備
改
善
や
諸
経
費
の
増

加
な
ど
、
自
助
努
力
で
の
コ

ス
ト
吸
収
は
限
界
に
達
し
た

と
判
断
し
、
こ
の
た
び
価
格

改
正
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
、
日
本
精
塩
で
は
、

家
庭
用
製
品
も
取
り
扱
う

が
、
家
庭
用
に
関
す
る
価
格

改
正
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

塩
事
業
セ
ン
タ
ー
は
生
活
用
塩
の
価
格
改
定
を
実
施
す
る
。
値
上
げ
の
要

因
と
し
て
、
ま
ず
、
生
活
用
塩
は
国
内
の
海
水
や
メ
キ
シ
コ
か
ら
輸
入
し
た

天
日
塩
を
原
料
と
し
て
い
る
が
、
塩
の
製
造
に
必
要
な
主
な
原
燃
料
で
あ
る

石
炭
価
格
、
天
日
塩
の
輸
入
調
達
価
格
な
ら
び
に
塩
製
造
設
備
の
修
繕
投
資

な
ど
諸
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
原
料
塩
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
約
１
・
４
～
２

倍
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
包
装
材
料
関
連
の
コ

ス
ト
が
、
資
源
価
格
の
長
期
的
な
上
昇
基
調
な
ど
を
背
景
に
約
１
・
１
～
１

・
２
倍
、物
流
関
連
コ
ス
ト
も
、輸
送
燃
料
価
格
お
よ
び
人
件
費
等
の
上
昇
に

よ
り
約
１
・
２
～
１
・
３
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
以
上
、
原
料
塩
、
包
装
材

料
、
物
流
の
３
つ
に
つ
い
て
、
各
商
品
に
よ
り
上
昇
率
は
異
な
る
も
の
の
、

コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
き
た
が
、
自
助
努
力
の
み
で
吸
収
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
セ
ン

タ
ー
は
、
来
年
４
月
１
日
出

荷
分
よ
り
、
食
塩
５
０
０
	

・
食
塩
１
�
・
食
塩
５
�
は

約
１５
～
１６
％
ア
ッ
プ
、
食
塩

２５
�
・
並
塩
２０
�
・
並
塩
２５

�
は
約
２０
％
と
す
る
。
市
販

用
塩
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
食

塩
１
�
」
に
関
し
て
は
、
価

格
改
正
前
の
消
費
者
向
け
標

準
販
売
価
格
１
０
７
円
が
１

２
４
円
と
な
る
。
同
様
に

「
食
塩
５
�
」
は
４
７
６
円

が
５
４
９
円
と
な
る
。

食
卓
塩
に
関
し
て
は
卓
上

瓶
は
昨
年
既
に
値
上
げ
を
行

っ
て
お
り
、
今
回
は
４
年
前

に
発
売
し
た
ば
か
り
の
３
０

０
	
を
約
６
％
上
げ
る
。
輸

入
天
日
塩
を
原
料
と
す
る
代

表
的
な
商
品
で
あ
る
「
精
製

塩
」は
１
�
を
約
１８
％
、２５
�

を
約
２５
％
ア
ッ
プ
す
る
。「
つ

け
も
の
塩
」
２
�
は
約
１５
％

ア
ッ
プ
す
る
。「
精
製
塩
１
�
」

は
１
２
６
円
が
１
４
９
円
。

こ
の
食
塩
１
�
と
５
�
お
よ

び
精
製
塩
１
�
の
主
要
３
品

の
値
上
げ
は
平
成
４
年
６
月

以
来
、
２７
年
ぶ
り
と
な
る
。

な
お
、
２
０
１
６
年
以
降

発
売
の
「
に
が
り
食
塩
８
０

０
	
」
「
食
塩
減
塩
タ
イ
プ

２
０
０
	
」「
同
９０
	
」
と
、

１６
年
以
降
に
価
格
改
定
し
た

「
食
卓
塩
１
０
０
	
」
「
ク

ッ
キ
ン
グ
ソ
ル
ト
８
０
０

	
」
は
今
回
の
価
格
改
定
の

対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
家
庭

用
市
場
最
大
ブ
ラ
ン
ド
の

「
食
塩
」
が
値
上
げ
し
た
こ

と
で
、
特
殊
製
法
塩
各
社
が

来
春
以
降
、
軒
並
み
価
格
改

定
に
踏
み
切
る
と
考
え
ら
れ

る
。
特
殊
製
法
塩
各
社
も
セ

ン
タ
ー
塩
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

の
状
況
は
同
等
で
あ
り
、
既

に
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
吸
収
で

き
な
い
と
い
う
声
が
数
年
前

か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
昨
年

か
ら
国
内
塩
の
業
務
用
や
食

卓
塩
な
ど
一
部
輸
入
塩
が
値

上
げ
を
実
施
し
て
き
た
が
、

来
年
年
明
け
以
降
は
、
塩
業

界
を
挙
げ
た
値
上
げ
ム
ー
ド

の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
。

日
清
オ
イ
リ
オ
Ｇ
の
Ｉ
Ｓ
Ｆ
社

伊
Ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
社

株
式
７０
％
取
得

ハウス食品グループ

国
内
は
レ
ト
ル
ト
、
ゼ
リ
ー

米
中
で
業
務
用
ラ
イ
ン
増
強
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●日本食塩製造・日本精塩●

来年１月１日出荷分より価格改正

現行価格より５．５円／�アップ

家
庭
用
塩
各
社
も
追
随
へ

��
食食
塩塩
��
１１
��
約約
１１５５
～～
１１６６
％％
値値
上上
げげ

来
年
４
月
１
日
出
荷
分
よ
り

塩事業センター

８日に会見した（右から）国分グループ本社・國分社長、

トーカン・永津社長、国分中部・福井社長

生生
産産
供供
給給
体体
制制
強強
化化
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